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市長と森井会長他代表委員

（
１
）
農
地
利
用
最
適
化
に
関
す
る
連
携

　

支
援
に
つ
い
て

　

地
元
の
区
・
農
会
・
営
農
組
合
組
織
等

の
協
力
を
得
て
、
担
い
手
へ
の
利
用
集
積

等
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
が
、
よ
り
一

層
、
市
・
県
・
国
・
農
地
中
間
管
理
機
構

の
補
助
制
度
の
活
用
等
連
携
支
援
を
強
化

さ
れ
た
い
。

（
２
）
発
生
防
止
及
び
解
消
に
向
け
た
具

　

体
的
な
支
援
に
つ
い
て

　

遊
休
農
地
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
水

稲
、
畑
作
、
ビ
オ
ト
ー
プ
等
に
よ
る
活
用

提
案
を
行
う
な
ど
、
幅
広
い
支
援
を
進
め

ら
れ
た
い
。

ア　

遊
休
農
地
解
消
の
た
め
、
畑
作
で
の

農
産
物
の
生
産
販
売
の
推
進
を
図
ら
れ
た

い
。

イ　

個
人
で
は
対
応
で
き
な
い
状
態
の
遊

休
農
地
解
消
に
つ
い
て
、
組
織
で
の
対
応

を
支
援
さ
れ
た
い
。

ウ　

重
機
等
を
使
用
す
る
復
田
や
復
畑
、

農
道
の
拡
幅
や
水
路
等
の
基
盤
整
備
を
す

れ
ば
耕
作
で
き
る
農
地
に
つ
い
て
、
市
・

県
が
一
体
と
な
り
、
補
助
制
度
を
活
用
し

た
整
備
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
い
。

（
１
）
新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
に

　

つ
い
て

　

担
い
手
不
足
の
中
、
市
の
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
は
有
効
と
考
え
て
い
る
。
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
更
な
る
充
実
を
図
ら

れ
た
い
。

ア　

新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
、
農
業

ス
ク
ー
ル
は
非
常
に
有
効
な
施
策
と
思
う

の
で
継
続
を
図
ら
れ
た
い
。

イ　

新
規
就
農
者
の
自
立
に
は
、
複
数
年

の
研
修
と
支
援
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
農

業
ス
ク
ー
ル
卒
業
後
の
支
援
を
検
討
さ
れ

た
い
。
例
え
ば
、
様
々
な
団
体
で
実
施
さ

れ
る
研
修
情
報
を
総
合
的
に
収
集
し
、
新

規
就
農
者
に
合
致
す
る
も
の
を
紹
介
す
る

支
援
窓
口
を
設
置
さ
れ
た
い
。

ウ　

初
期
投
資
に
対
す
る
支
援
制
度
を
継

続
さ
れ
た
い
。

エ　

農
業
ス
ク
ー
ル
の
対
象
年
齢
を
四
十

五
歳
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
国
の

関
連
す
る
制
度
の
対
象
年
齢
見
直
し
に
合

わ
せ
、
さ
ら
に
五
〇
歳
未
満
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
た
い
。

（
２
）
集
落
営
農
等
の
育
成
と
支
援
に
つ

　

い
て

ア　

集
落
や
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
営
農

組
織
の
設
立
を
支
援
す
る
た
め
、
市
・
農

業
委
員
会
・
県
・
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
た

更
な
る
推
進
体
制
を
構
築
さ
れ
た
い
。

イ　

既
設
の
集
落
営
農
等
の
組
織
で
は
、

米
価
の
下
落
や
構
成
員
の
高
齢
化
等
に
よ

り
存
続
が
厳
し
い
組
織
も
あ
る
。
各
組
織

の
状
況
を
把
握
し
、
再
構
築
等
も
含
め
た

経
営
改
善
の
指
導
を
行
い
、
経
営
安
定
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
さ
れ
た
い
。

ウ　

集
落
営
農
組
織
を
法
人
に
移
行
す
る

際
は
、
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

儲
か
る
農
業
、
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指

し
た
指
導
等
を
図
ら
れ
た
い
。

（
３
）
農
業
経
営
の
支
援
に
つ
い
て

　

上
段
２
の
（
１
）
イ
の
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
窓
口
は
、
担
い
手
、
集
落
営
農
の

構
成
員
も
対
象
と
さ
れ
た
い
。

（
１
）
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に

　

つ
い
て

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
重
点
的
に
推
進

す
る
よ
う
法
改
正
さ
れ
た
が
、
今
後
、
集

落
に
入
る
た
め
、
市
・
農
業
委
員
会
・

区
・
農
会
の
連
携
を
深
め
る
施
策
に
取
り

豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
に
先
立
ち
、
一
〇
月
八
日
、
森
井
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
代
表
委
員
５
名
で
市
長
室
を
訪
れ
、
意
見
書
の
趣

旨
を
説
明
し
、
市
の
農
業
の
実
態
に
応
じ
た
農
業
施
策
を
積
極
的
に

推
進
い
た
だ
く
よ
う
、
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

１ 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止 

及
び

　

 

解
消

２ 

担
い
手
農
家
や
集
落
営
農
等
の

　

 

育
成
と
支
援

３　

地
域
を
支
え
る
農
政
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市長・副市長との意見交換

組
ま
れ
た
い
。

（
２
）
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
の

　

推
進
に
つ
い
て

　

引
き
続
き
事
務
の
簡
素
化
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
活
用
し
て
い
る
地
域
の
実
施

方
法
を
収
集
の
う
え
、
活
用
や
事
務
処
理

方
法
等
を
質
疑
応
答
集
の
よ
う
な
も
の
に

ま
と
め
、
全
市
的
に
周
知
す
る
な
ど
し

て
、
一
層
の
推
進
を
さ
れ
た
い
。

（
３
）
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
村
を
活

　

性
化
す
る
支
援
に
つ
い
て

ア　

新
規
就
農
者
の
育
成
支
援

　

認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
が
い
な
い
中

山
間
地
域
に
お
い
て
、
今
後
、
中
心
経
営

体
と
し
て
有
力
と
考
え
ら
れ
る
退
職
者
や

農
業
以
外
の
仕
事
を
持
っ
て
い
る
方
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
『
半
農
半
Ｘ
（
半
自
給

的
な
農
業
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
生
き

方
）』
等
の
多
様
な
形
態
で
新
規
就
農
を

促
す
支
援
を
検
討
さ
れ
た
い
。

イ　

周
辺
集
落
を
包
括
す
る
支
援
制
度

　

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
個
人
は
お
ろ

か
単
独
集
落
で
も
遊
休
農
地
解
消
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
て
お

り
、
周
辺
集
落
を
包
括
す
る
土
地
改
良

区
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
を
対
象
と
し
た
、

遊
休
農
地
解
消
の
新
た
な
支
援
制
度
を
検

討
さ
れ
た
い
。

ウ　

農
業
者
以
外
と
の
協
同
を
進
め
る
施

策
　

農
産
物
を
加
工
す
る
産
業
や
『
半
農
半

Ｘ
』
に
共
感
す
る
企
業
の
誘
致
、
地
元
企

業
の
理
解
の
促
進
等
、
農
業
者
以
外
と
の

協
同
に
よ
り
、
農
業
を
活
性
化
す
る
施
策

を
検
討
さ
れ
た
い
。

（
１
）
個
体
数
減
少
の
た
め
の
対
策
に
つ

　

い
て

ア　

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
な
か
な
か
減
ら

な
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
な
る
捕
獲
体
制

を
強
化
さ
れ
た
い
。
特
に
中
型
獣
の
捕
獲

を
強
化
さ
れ
た
い
。

イ　

狩
猟
者
の
増
加
を
図
る
狩
猟
免
許
取

得
や
免
許
更
新
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
ら
れ
た
い
。

（
２
）
被
害
防
止
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

ア　

防
護
柵
、
捕
獲
檻
の
設
置
に
対
す
る

支
援
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
修

理
等
管
理
に
対
す
る
支
援
を
検
討
さ
れ
た

い
。

イ　

サ
ル
に
よ
る
被
害
が
深
刻
な
地
域
が

あ
る
た
め
、
有
効
な
対
策
を
実
施
さ
れ
た

い
。

ウ　

峠
道
や
橋
梁
等
、
公
道
に
よ
り
電
気

柵
で
の
対
応
が
で
き
な
い
場
所
に
つ
い
て

は
、
対
策
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
こ
の
部
分
か
ら
の
侵
入
が
被

害
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
現
状
か
ら
、
新
し

い
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
継
続
さ
れ
た

い
。

（
１
）
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
に

　

つ
い
て

 

市
内
農
業
に
つ
い
て
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
、

Ｇ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
の
推
進
、
豊
岡
農
業
の

ブ
ラ
ン
ド
醸
成
等
、
さ
ら
な
る
高
付
加
価

値
化
を
推
進
さ
れ
た
い
。

（
２
）
地
産
地
消
と
食
農
教
育
の
推
進
に

　

つ
い
て

ア　

安
定
的
な
販
売
先
の
確
保
や
環
境
に

や
さ
し
い
農
産
物
の
恵
み
を
享
受
す
る
た

め
、
農
産
物
の
域
内
流
通
の
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
さ
れ
た
い
。
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
農
法
」
の
お
米
や
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

舞
」
の
農
産
物
に
つ
い
て
も
市
内
で
の
消

費
を
推
進
さ
れ
た
い
。

イ　

子
ど
も
の
料
理
教
室
の
開
催
、
伝
統

食
、
行
事
食
の
普
及
等
に
よ
り
、
食
と
地

域
の
つ
な
が
り
か
ら
、
子
ど
も
や
若
い
世

代
が
農
業
に
関
心
を
持
つ
取
組
み
を
実
施

さ
れ
た
い
。

（
３
）
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に

　

つ
い
て

ア　

豊
岡
市
の
独
自
ブ
ラ
ン
ド
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
舞
」
に
象
徴
さ
れ
る
農
産
物
の
普

及
拡
大
の
た
め
、
販
売
促
進
の
強
化
策
を

検
討
し
、
実
行
さ
れ
た
い
。

イ　

豊
岡
の
農
業
は
、“

安
全
・
安
心
・

お
い
し
い”

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

が
定
着
し
、
消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
農

産
物
と
な
る
よ
う
、
「
豊
岡
基
準
」
を
創

設
す
る
な
ど
の
施
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

４ 

有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
の

　
 

強
化

５ 

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進

　

 

及
び
地
産
地
消
と
食
農
教
育


